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サステナビリティ基本方針
コマツは、気候変動や社会の要請に対し誠実に対応する姿勢をサステナビリティ基本方針として明示しています。社会や環境に対する企業として

の責任を果たしつつ、事業活動を通じて社会に貢献していくことを目指します。

私たちは、これまで「品質と信頼性」を追求し、社会を含むすべ

てのステークホルダーからの信頼度の総和を最大化することを

「経営の基本」とし、ステークホルダーとの強い信頼関係を築く

努力を重ねてまいりました。

コマツは2008年にUNGC（国連グローバ
ル・コンパクト）への賛同を表明しました。

UNGCが主唱する10原則と、コマツの取り
組みの関係については下記をご覧ください。

コマツは2010年にWBCSD（持続可能
な開発のための世界経済人会議）に賛

同し、活動に参加しています。

コマツは2019年にTCFD（気候関
連財務情報開示タスクフォース）へ

の賛同を表明し、要請に適合する

情報開示を行っています。

人、社会、地球と共に栄える未来を切り拓くために、私たちが行うこと

人と共に 社会と共に 地球と共に

●  多様でグローバルな人材が、個を尊重しつつ、一つのチームとし
て、やりがいと誇りを持って、安全・健康に働くことができる環境

を提供します。

●  さまざまな現場や地域の課題解決のために挑戦を続け、新たな価
値をお客さまと共に創り、社会に貢献できる人材を育成します。

●  コマツグループとして、すべての事業活動に関連する人権を尊重

します。

●  持続可能なインフラ整備と資源開発および循環型社会を実現する
安全で生産性の高い商品・サービス・ソリューションをお客さまに

提供し、事業活動を通じて社会に貢献します。

●  取引先や地域社会と相互に信頼しあい、公正かつ共存共栄を可能
とする関係を築きます。

●  法令をはじめとした社会のルールを遵守すると共に、社会を含む

すべてのステークホルダーからの要請や期待に誠実に応えるよう

努めます。

●  あらゆる事業活動を通じて、先進の技術を駆使して環境負荷を低
減し、地球環境の保全に努めます。

●  ものづくりと技術の革新で、地球環境の保全と事業の成長の両立
を図ります。

●  ステークホルダーとの協働・共創を推進し、より良い地球と未来の

実現を目指します。

■ サステナビリティ基本方針　企業活動における事業継続性に関する指針

■ イニシアチブへの賛同

国際基準との対比（ESGデータブック P.34）Web

地域社会との共生を目指す精神は創立時から脈々と受け継がれて

おり、事業活動を通じた社会貢献が当社の基本的な姿勢です。

私たちの存在意義は「ものづくりと技術の革新で新たな価値を創

り、人、社会、地球が共に栄える未来を切り拓く」ことです。

私たちは、これからも、持続可能な社会の実現と事業の成長のた

めに、重要な課題に取り組み、社会や外部環境の変化に柔軟に対

応できる企業グループとして、コーポレートガバナンスの一層の

充実を図り、ステークホルダーと共に社会に貢献してまいります。

サステナビリティ

https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=35
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